
 

 

令和元年８月 23 日 公告 

「淀川左岸線（２期）トンネル整備工事-２」 

・工事設計書の一部に記載誤りがありました。下記正誤表をご確認ください。 

 

訂正箇所（誤） 

図面番号183 ＜参考図＞地盤改良工横断図(25) 

 



 

 

訂正箇所（正） 

図面番号183 ＜参考図＞地盤改良工横断図(25) 

 



 

 

訂正箇所（誤） 

図面番号433 ＜参考図＞仮設排水施設構造図 

 

  



 

 

訂正箇所（正） 

図面番号433 ＜参考図＞仮設排水施設構造図 

 

  



 

 

訂正箇所（誤） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（左上） 

  



 

 

訂正箇所（正） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（左上） 

  



 

 

訂正箇所（誤） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（右上） 

 

  



 

 

訂正箇所（正） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（右上） 

  



 

 

訂正箇所（誤） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（左下） 

 

  



 

 

訂正箇所（正） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（左下） 

  



 

 

訂正箇所（誤） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（右下） 

  



 

 

訂正箇所（正） 

図面番号478 ＜参考図＞仮囲い設置工計画図（右下） 

  



 

 

 

訂正箇所 誤 正 

特記仕様書 P7 

13．詳細設計 

＜詳細設計業務＞ 

（D）特殊部設計 

既往成果を参考に既存の土質調査結果と本工事

で新たに採取した土質調査結果をもとに、非常階

段耐震設計【３箇所】、排水槽耐震設計【１箇所】

を行い、図面、数量計算書を作成すること。 

既往成果の縦断方向の耐震解析の結果をもと

に、継手部の構造設計【14箇所】を行い、図面、数

量計算書を作成すること。 

既往成果の火災シミュレーションの結果をもと

に、ランプ部の頂版に開口部を設け、常時、耐震設

計、図面、数量計算を作成すること。 

既往成果を参考に既存の土質調査結果と本工事で

新たに採取した土質調査結果をもとに、非常階段耐

震設計【３箇所】、排水槽耐震設計【１箇所】を行い、

図面、数量計算書を作成すること。 

既往成果の縦断方向の耐震解析の結果をもとに、

継手部の構造設計【14箇所】を行い、図面、数量計算

書を作成すること。 

 

 


